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東太平洋海膨南部での海底地震観測により,海嶺軸直下での,拡大過程に起因する微小地震活動やマグ

マ活動に関連した減衰波形が観測された。観測は,6～7台の海底地震計を用いて,｢よこすか｣｢し

んかい6500」によるMODE'94航海のLEG3,LEG4において,科学技術庁振興調整費｢

海嶺におけるエネルギー・物質フラックスの解明に関する調査｣の一環として行われた。   微小地

震は,クラックやグラーペンの形成に関連,減衰波形はマグマ活動に起因すると見られ,これらの波形

は,海嶺の活動度の指標として今後行われる海嶺での長期モニタリングの有用なデータとなりうる。
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減衰波形

Seismic Experiments  across the Fastest Spread-
ing  Center, Southern East Pacific Rise 18°S
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Six OBSHs (Ocean Bottom Seismometer with Hydro

phone) were deployed at the southern East Paci

fic Rise crestal area where is the fastest spr

eading center in the world in order to estimat

e the depth of the axial magma chamber, determ

ine the crustal structure and observe seismici

ty which detects bcneath the ridge crest. 5OBS

Hs were arrayed across the ridge axis at 18° 0

6'S and one OBSH was deployed at 18°11'S. This

area is characterized by wide and smooth rise 

crest, no megaplume activity and AMC reflector

More than 400 natural earthquakes were recorde

d for more than two weeks by this system which

means high seismic activity related magmatism,

hydrothermal activity and tectonism under the 

ridge crest of the axial part of the spreading

center Many earthquakes were not observed by m

ultiple OBSFIs This evidence indicates that th

e earthquake is small and occurs just beneath 

the OBSH and that is a local earthquake お5
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Mainly these earthquakes were observed by OBSH

which was deployed on 18°06'S ridge axis. Many

of earthquake have short S-P time, about 0.4 s

ec. Some waveform were characterized by very n

arrow band and to attenuate exponentiallyKey word: MODE'94,EPR, OBS, Microearthquake,Expon

ential attenuate wavefonm

１． は じ め に

束 太 平 洋 海W  (EPR.East Pacific Rise) 南 部 は 。 地 球

上 で 最 も 拡 大 速 度 の 遖 い 海 嶺 であ る。 こ の東 太 平 洋 誨ｌ

南 部 に お い て｡ 海 嶺 の 活 動 纜 を 調 査 す る 目 的 で1994 年 ９

月 ～Ｕ 月 に 自然 地 震 及 び 人 工 地 震 の観 測を 行 っ た。こ れ

は，「 よ こ す か 」「 し ん か い6500 」に よ る Ｍ ＯＤＥ ’94あ‘i洵

のLEGS,  LEG4 に お い て， 科 学 技 術 庁 振 興 調 整 費 「 海

崩 に お け る エ ネ ル ギ ー 一物 質 フ ラ ー｡ク スの解 明 に 関 す る

調 査 」 の一 環 と し て 行 わ れ た。 こ こ で は ， 自 然 地 震 に つ

い て述 べ る。

２．鰒　　 測

海嶺で の観測では，海底地震計で捉えることので きる

地面の勦きや（上下動と水平助２成分）水中音波は，日

本近海等の沈み込み帯で見られるような ’自然地震’の

綬念だけでは馬1解できない。･ ワヽイ等の活火lllにみられ

るようなマグマの移動に伴う火山性徴勁。クラ。ク形成

のための微小地震，海讃特有のものとして斜水噴出に伴

図I  EPR S18 ¨f,|近 でJ114 さ れ る マ グマ括 動 ， 熱 水 活 俑 に|濶

迪 し た 波 彫 。|; 部 枠 内 に は。 マ グ マ活 罍 ， 熱 水 活 偈 に1跼

遖 し た 波 澎 の 例 を 示 す 。 卜 羃 の 図 は ， その う ちEPR Ｓ

Ｉｒl･|･近 で 観 測 火 剥 のあ る 波 形 の 説 明 であ る

Ｆｉｇ.I Scllemalic ig ｕrｅ ０１ ｓciｓｍｊｃ source ａｌ EPR Ｓｊ８°｡

３56

う音波，そしてダラーベン形成等に伴う断眉性の地震

(微小地震) 等が期待される( 図1)。

上記航海のLEG  3, LEG 4 １こおいてそれぞれ海底地驟

計6～7 台を設置し，エフガンによる屈折法構造探査と

自然地震の観測を行った。調査海域は,拡大速度が早く。

熱水ブルームの活動が活発な南緯18 °付近( 図2)｡ セグ

メント中央の18°06'付近と18 °22'のOSC  (重複拡大軸)

である。

18°06'付近では。 海嶺備に直交する測線上に約５マイ

jﾚ間隔で５台，18 °11'付近の海嶺紬上に１台の海底地震

ll･を設置し，観測期間は約３迴llであ･，た。

18°22'付近では, osc に約2.5 マイル問陷で放射上に

７台の海庭地震計を設置した。地震計の観測期間は12 日

から 】7 ｕI:llであ・た。

図 ２ 観測火施海峨。鯛査海域は，拡人遠丿甕か早く，熱水プ･

ルー厶の活動が活兇な南縮18°付近である。海嶺紬の図

Sj，Ｍｌｃｄｏｎａ】Id el al. (1988)による

Pig. 2 1J,rａｌｉｏｎ map ０１ observation area
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３．結　　 果

自然地震は，ＬＥＧ３の海嶺軸上の海底地震計に微小な

地震が多数と，いくつかの特異な減衰波形が記録されて

いた（113 ）。LEG4 ではほとんど減衰波形のみが観測さ

れた。減衰波形は,卓越剛波数数HZ の単純な波形で, 地

震波特有の後続波形が見られない。やや低岡波の地震や

減衰波形は，主に観測期間の中間から後半に見られ，ま

とま･３て発生するような傾向があった。

図 ３ 波 形 の例 。（1 ）“通 常 の ’ 微 小 地 震 ，（2 ） や や 低ｌ 波 の

地 震 ，（3 ） 減 衰被 形

Fig.  3 Examp 】es ｏr seismic wave. （l ）“01･dinary' micro-

ｅａrthｑｕａｋｅａ １２０. ０w rr ｅqｕcllcy ｍｉｃrｏｅａrlhqklake 民

（3 ）Ex ｐｏｎｃｎｌｉａｌ allcnunlc ｗａｖefol･ｍ.
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徹小地震はLEG  3の３週闕の観測で，400個前後の活

勁が酸忽された。人工地震観測中は欠測となるが，その

llかの観測期間中，活動纜に大きな変動は見られなか･３

だ。これらの徹小な地震のうち，枷数の地震計で捉えら

れたものは数個で。蔔定的な震源決定では，震源の位置

は海崩軸付近（図4），深さlkm 前後であり，洵嗷紬直下

での浅いローカルな活動である。その他の地震について

も，紬上の地震計でのみ大振鯔の波形が記録されてお

り，これは軸上の地震計に近く，洩い活動であることを

示す。

一郎の地震では，大摂偲の水中音波とその多重反射が

観剿された（図5 ）。軸郎付近の海底には堆積物がほとん

どなく，フレッシ，な光沢のある溶岩が広がっているた

め，晦底の反射率も高く，海底と淘面の間の多爾反射岐

がいつまでも減衰しにくいためと思われる。

クラックや断旭（グラーペン）の形成などの微小な破

壊と考えられる微小地驟は，３週間ほどの観測期問中，

比較的時ll紬上で均等に起こうていた。これに対し，や

や低周波や減衰型のイベントはより間欠的に発生してい

た。

４．考　　 察

東太平洋海澎南部では，海嶺での活発な海底火山活動

を示唆する大規模な熱水ブルームが観測されている。 ま

た，洵絹 紬 に沿 う浅 いマ グマ 齠ま りが 反射 法探 査

（Detrick et al.,1993）から報告されている。よって，こ

れらの微小な地震は， 海底直下のマ グマや熱水の移動

や，それに体うクラ。クの形成との関連か考えられる。

減衰波形は， 卓越周破数数Ｈz の， 単一周波数の単純

な減衰波形とも見える波形で，地震波特有の後続波形が

見られない。また，1頁交３成分とも同禅な振幅変化をす

閃 １ 暫定的な震 火分 布． この ほかの多くの墻芻は樋 上の地袁

.11･の みに 記 録 され． 他 の地 震計に は 鮟 が到il 廴てい な

Ｆｊｇ.･I Tc1111》９(;!1･y epicenter diｓlril)ｕlion.

357



図 ５ 地震 の時 系列分布 と水中 霖波に 鎹られる反射波の 叫数

Fin. S Time ｓｃrｉｅ５ ０１ even! and order ｏr multiple

rｅrｌｅｃｌｊＱｎ wave.

る場合も多い。 この特異な波形は。 マグマ靤りと闘連の

ある波形として陸上の活火||｡|等 から報告されている地震

とよく似ている。熊沢ら(1995) などの報告など，マグ

マ溜りの振動によりこのような波形が励起される可能性

が指摘されているこの波形は， マグマ溜りとの関連の可

能性があること，微小地震がほとんど見られなかった

18°22'OSC で も，微小地震活助の活発なlg °06’で も共通

に見られたこと，昨発傾向があることから，海嶺の活動

度の指標として今後行われるであろう洵揃での長期モニ

タりングの有用なデ ータとなりうると考えている。
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